
令和４年度 学校評価報告 

 

令和 4年度（自令和 4年 4月 1日至令和 5年 3月 31日）学校評価アンケートを、生徒・

保護者及び教職員に配布し、有効回答のあったものについてその結果を別紙とともに学

校評価を報告する。 

 

（１）教育課程・学習指導等 

シラバスなど時代に見合った改善や見直しを毎年行い、全体的な教育内容の充実を図っ

ている。そのことが確実に進級率に反映されており 94.4％は達成できたが、この数字

に満足することなく今後は更なる充実を目指し、進級率 100％を常に目指していきたい。 

令和 2 年度よりスタートしたオンライン授業についてもブラッシュアップしより良

い教育を提供していきたい。新型コロナウイルス感染症対策として、教員がタブレット

（iPad）を活用した授業も行っている。 

 

（２）教育相談・メンタル面へのサポート体制等 

コース別担任制と、それをサポートする養護教諭やカウンセラーの協力態勢が非常に有

効的に機能しているが、開校以来蓄積してきた指導のノウハウや教職員のスキル向上に

より、生徒の学校での生活態度が安定している。 

当校としても、この状況に安住することなく、カウンセラーなど外部専門家に任せき

りにしないために、教職員自らが「教育カウンセラー」の資格取得に向けた取り組みを

スタートさせている。また、教員の育成に向けて、授業力向上委員会の活性化、新任・

若手教員研修の定例化と人材育成研修の充実を図る予定である。 

 

（３）キャリア教育と進路指導 

丁寧な個別の面談を繰り返し、難関大学や芸術系大学、専門学校への進学、プロになる

ために声優や俳優の養成所への進学、美容室やネイルサロン、アパレルショップ等の就

職者数も年々上昇しており、自ら望む専門分野への道を選択している生徒が進路決定し

ている。今後も引き続き、社会に信頼され指示されるよう、生徒と保護者、関連する業

界関係者、地域と連携をとりながら当校ならではの進路指導の充実を図っていきたい。 

また、３年間学んできたことを活かした上で、別の分野への道に進む生徒もおり、進

路は多種多様である。芸術高校だから芸術の進路しかないということではなく、専門的

なことを学んだ先に多くの選択肢が見えてくることに気付きがある。 

それぞれ地元の芸術系大学や専門学校とも連携を進めていき、生徒の出口としての選

択肢を増やしていかなければならない。 

進学か就職かという進路指導の枠ではなく、生徒自身の人生を見据えたときにどう学

校として関わっていけるかという、キャリア教育としての進路指導ができる教職員のス

キルアップが課題である。 

 

 



（４）まとめ 

“芸術を学べる専修学校”という一貫した特長を今後も強く打ち出し、従来からの不

登校経験者や学力不振に悩む生徒だけではなく、誰からも積極的に選ばれる学校を目指

していきたい。 

質の高い学びと、キャリア教育・進路指導を一層充実させ、生徒・保護者・中学校等

関係する方々に支持される学校として、これからも独自の教育を行っていく所存である。 

 

 

 

学校法人 恭敬学園 

東北芸術高等専修学校 

学校評価委員会 











2021 2022

1 私は、東芸に入学して良かった 4.2 4.4

2 私は、目標を持って学校生活を送ることができた 4.0 4.3

3 挨拶・礼儀・思いやりの気持ちなどの指導はなされている 4.0 4.1

4 芸術が学べるという本校の特色を生かした学校づくりがなされている 4.2 4.3

5 出席や試験など卒業要件に係る説明が適切に説明されている 3.8 3.8

6 授業は、理解しやすく工夫されている 3.3 3.5

7 私は、積極的に学習に取り組むことができた 3.7 3.8

8 特別講師による授業や学外学習など外部の人材や教育資源を活かしている 4.0 3.9

9 映像授業（オンデマンド）は、理解しやすい 3.3 3.3

10 先生の板書や資料は見やすい 3.6 3.6

11 進路指導は、丁寧かつ適切に行われている 3.8 4.3

12 私は、将来の生き方や進路についてよく考えることができた 3.9 4.4

13 バスハイク・スポーツ大会・発表会など学校行事は充実している 3.5 3.7

14 生徒会は、主体的かつ積極的に活動している 3.0 3.9

15
教職員に対して、悩み事・相談事などがあった場合、気軽に相談できる環
境・雰囲気である

3.9 4.2

16
学校において体罰（教員による暴力・暴言）があったところを見た又は聞
いたことはない。

4.4 4.6

17 教室や施設は、気持ちよく整理・清掃・整備されている 3.8 3.8

18 教職員は、生徒対応を親身にかつ適切に行っている 4.0 4.3

19 学校からの重要な連絡などは十分に伝わっている 3.0 2.7

20
ホームページ・学校案内・体験入学等広く中学生や入学希望者に知っても
らう努力を十分に行っている

3.8 4.1

21 学校からのお便りや通信などで必要な情報を適切に発信している 3.4 3.3

調査人数 86 43

そ
の
他

学校評価アンケート（生徒）

質　問

学
校
生
活

授
業
や
学
習

進
路

行
事

生
活
指
導

東芸



2021 2022

1 私（保護者）は、子どもを東芸に入学させて良かった 4.4 4.6

2 生徒は、目標を持って学校生活を送ることができた 4.3 4.4

3 挨拶・礼儀・思いやりの気持ちなどの指導はなされている 4.0 4.3

4
芸術に特化した教育など、本校の特色を生かした学校づくりがなされてい
る

4.5 4.5

5 出席や試験など卒業要件に係る説明が適切に説明されている 4.1 4.4

6 授業は、理解しやすく工夫されている 3.6 4.0

7 生徒は、積極的に学習に取り組むことができた 3.8 3.9

8 特別講師による授業や学外学習など外部の人材や教育資源を活かしている 4.0 4.4

9 映像授業（オンデマンド）は、理解しやすい 3.4 3.9

10 個々の学力を伸ばす授業が行われている 3.6 3.9

11 進路指導は、丁寧かつ適切に行われている 4.1 4.2

12 生徒は、将来の生き方や進路についてよく考えている 4.3 4.3

13 バスハイク・スポーツ大会・発表会など学校行事は充実している 4.2 4.2

14 生徒会は、主体的かつ積極的に活動している 3.6 4.1

15
教職員に対して、生徒や保護者は、悩み事・相談事などがあった場合、気
軽に相談できる環境・雰囲気である

3.9 4.2

16
学校において体罰（教員による暴力・暴言）があったことを見た又は聞い
たことはない

4.6 4.8

17 教室や施設は、気持ちよく整理・清掃・整備されている 4.3 4.1

18 教職員は、来校時や電話対応は親身にかつ適切に行っている 4.5 4.7

19 学校からの重要な連絡などは、十分に伝わっている 3.8 4.2

20
ホームページ・学校案内・体験入学等広く中学生や入学希望者に知っても
らう努力を十分に行っている

4.2 4.3

21 学校からのお便りや通信等で、必要な情報を十分に得られている 3.7 4.1

調査人数 32 41
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令和４年度 事業計画の概要 
 

 

（１）生徒募集及び広報活動等 

 

◆実績：令和４年度新入生５４８名（北海道芸術高等学校） 

    令和４年度新入生４６名（東北芸術高等専修学校） 

    令和４年度新入生１０３名（横浜芸術高等専修学校） 

    令和４年度新入生１９２名（愛知芸術高等専修学校） 

 

 

◆募集広報戦略 

①中学校との信頼関係の強化を図る 

中学校３年生からの入学者がほぼ１００％を占める当学園においては、中学校との信頼関係構築は絶対的な

ことであり、揺るぎない事実であることから、出身中学校（入学実績校）に生徒の状況報告、卒業後の進路

報告等を丁寧に行っていく。学校案内等の資料を届けるのではなく、進路選択において必要な情報をタイム

リーに提供する。 

また、中学校教員向けに独自の学校説明会を実施し、恭敬教育を感じてもらうことにも今後注力をしていき

たい。 

 

②インターネット上での広報活動の強化 

Instagram や twitter、ティックトックなど写真や動画をメインとした学校情報発信ツールや映像配信などを

活用する。インターネットでの広報活動を活発化させる。 

 

③広報展開 

対象地域の中学校教員向けに、今までの変更点や受験に関する情報など懇切丁寧に説明をして、理解を深め

る努力をしていく。 

 

 

（２）教育活動の充実と生徒対応 

 

◆目標：アンケート調査回答のひとつである「当学園に入学して良かった」と思える割合が回答全体の 

９０％以上を目指す。 

 

◆目標達成のための施策 

究極には「生徒の満足度１００％」が教職員としての使命・職責であるが、生徒・保護者アンケート調査の

「当学園に入学して良かった」とする回答９０％以上を目標とする。そのための施策として以下を行う。 

 

①個人面談を中心にコミュニケーションを図りつつ、教職員・担当講師も情報共有できる仕組みを作る。 

生徒のみならず保護者にも積極的に連絡をとり、家庭での様子などを参考にしならが保護者との情報共有を

図っていく。教職員はカウンセリングマインドを持って対応に当たる。また、問題事象発生時に複数の教職

員で連携して対応できるように教職員間の情報共有を徹底し、生徒指導および管理職への報告も徹底する。 

 

②出席チェックを徹底し、欠席過度者には面談を行い（当然保護者へも連絡）早期対応を行う。 

メンタル面に問題のある生徒には、定期的なカウンセリングを実施し、全教職員で問題解決に当たる意識を

もって対応をする。また、カウンセラーとの連携を図り、相談の内容によっては専門家へ繋ぎ問題解決を図

るようにする。ひとりで問題を抱え込まないよう、教員間で連携を密に図る。 

 

③進路決定・卒業率目標達成に繋げるため、１年次より年次進行にて指導を進める。個別面談や三者面談を

通じて、本人の進路への希望調査を行いながら、本人・保護者・教職員間で情報共有を図る。 

進路指導に当っては、進学か就職かという短期的なものではなく、どう生きるか、なぜ働くのか、といった

キャリア教育の視点を取り入れていく。 



 

学校法人恭敬学園 

事業活動報告書 
令和４年度 

【設置する学校】 

北海道芸術高等学校（広域通信制・単位制） 

東北芸術高等専修学校（文化・教養高等課程、衛生高等課程） 

横浜芸術高等専修学校（文化・教養高等課程、衛生高等課程） 

愛知芸術高等専修学校（文化・教養高等課程、衛生高等課程） 



事業活動報告 

 

学校法人恭敬学園の令和 4年度（自令和 4年 4月 1日至令和 5年 3月 31日）事業活動報告は下記

の様である。 

 

１ 財務 

項  目 令和４年度 令和３年度 

事業活動収入 1,804,588千円 1,719,919千円 

基本金組入前 

当年度収支差額 
345,328千円 1,292,460千円 

 

２ 新入生数及び在籍者数 

項  目 令和４年度 

設 置 校 北海道芸術

高等学校 

東北芸術高

等専修学校 

横浜芸術高

等専修学校 

愛知芸術高

等専修学校 

新入生数 548人 46人 103人 192人 

在籍者数 1,541人 161人 222人 517人 

 

（注） 

 １．新入生は、令和 4年度（5月 1日）入学者合計数 

 ２．在籍者は、令和 4年度（5月 1日）在籍者合計数 

 

３ 事業活動報告 

高等専修学校と通信制高校を併修する新たな教育の提供を“恭敬教育”という概念に置き換えて、

競合校との差別化を図ることが出来た。 

 

18年目を迎える広域通信制の北海道芸術高等学校は、“芸術を学べる通信制高校”という一貫し

た特長が、それぞれの地域の中学校にも浸透し、不登校を経験した生徒や学力不振に悩む生徒だけ

でなく、自ら、希望する進路を見据えて入学をしてくる生徒も年々増加している。進路指導を更に

充実させ、生徒、保護者、中学校等関係する方々に支持される学校としてこれからも鋭意努力をし

ていく所存である。 

法人が設置する学校にとっての「魅力ある学校づくり」を実現するために①カリキュラムの充実②

不登校経験者等への精神的ケア③進路指導の充実を継続していく。 

また、2023年 4月、福岡県認可の狭域通信制高等学校「福岡芸術高等学校」が開校した。 

 

 

 

 



① カリキュラムの充実 

シラバスの改善などを毎年見直しながら教育内容の充実を図り、きめ細かい生徒対応をしていき

「通いたくなる学校」づくりをしていく。 

また、教務部を中心に教科間の連携を増やし、先ずは各教科内で研修や、各々の授業見学をするな

どし、積極的機会を設ける。 

 

② 生徒のメンタル面へのサポート体制 

コース別担任制とそれをサポートするカウンセラーの協力態勢が有効的に機能しているが、開校以

来学校として蓄積してきたノウハウや教職員のスキルの向上により、生徒の学校での生活態度が安

定している。 

平成 28年度末より教職員への研修として、「教育カウンセリング」資格取得に向けて取り組んで

おり、生徒や保護者対応への成果も見られていることから、より多くの教職員がこの研修を受けさ

らにスキルアップできるようにしていきたい。 

 

③ 進路指導の充実 

生徒ひとりひとりとの個別面談を繰り返し、難関と言われる芸術系の大学や専門学校への進学、技

術や資格を取得し、美容室やネイルサロン、ファッション販売等の就職決定者数も、求人数の増加

があるものの、年々上昇しており、専門分野への道を選択している生徒の進路決定は堅調である。

このことについては、日ごろの指導及び新たな就職先を開拓する職員の努力が大きい。 

家庭の経済的事情により、進学したくても出来ない生徒もおり、奨学金の利用などを含めて、様々

な情報を提供し、一人でも多くの生徒が希望する進路につけるように指導を強化していきたい。 


